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令和２年度大川市総合教育会議 会議録 

 

令和３年１月２７日、大川市役所大会議室において、令和２年度大川市総合教育会議を開催

した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １７時１５分 

 

２．出席者 

市 長  倉重 良一 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

委 員  一ノ瀬直子 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  今村 秀一 

 

３．事務局等の出席者 

学校教育課長          馬渕 嘉臣 

学校教育課主任教育指導主事   池上 和久 

生涯学習課長          岡  辰磨 

生涯学習課長補佐      岡 美詠子 

学校教育課総務係      永島 潤一 

 

４．オブザーバー 

 大川市ＩＣＴ教育支援プロジェクト会議 推進委員長・副委員長 ３名 

 福岡県立大川樟風高等学校 槻木 校長 

 

５．傍聴者 

６名 

 

６．協議事項 

（１）コロナ禍における個別最適化を目指した教育について 

（２）学校校種間連携について～郷土愛の育成と担い手づくりの観点から～ 

 

７．議事 

１．開会 ２．市長あいさつ 

市 長 

 

 

 

 

 

ただいまから令和２年度大川市総合教育会議を開会いたします。開会にあた

り一言ご挨拶を申し上げます。 

まず、本会議については、平成２７年の法律改正に伴い、市長と教育委員会が

充分な意思疎通を図り、地域の教育課題やあるべき姿を共有して、より一層民

意を反映した教育行政を推進するために設置されたものであります。 

今年度は、本当に大変な年度です。本市としては、新中学校の開校や国際医療



 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉大学薬学部の開校、有明海沿岸道路の供用開始、子育て総合支援施設のオ

ープンなど大きな環境の変化がある、新しい未来に向かってスタートの年とし

ておりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大により、学校の全国一斉休校

があり、児童生徒にとってはストレスが大きく、教職員の皆様にとっては負担

が大きい年になったのではないかと思います。 

会議の前に、昨年の総合教育会議での自分の発言を議事録で再確認しました

ら、「今からの時代は、テクノロジーが我々大人が経験したことのない速度で進

化していくことにより、見たことのないものや考えが、子ども達の前に次々現

れてくる。そういった環境の中でも、自分を保っていられる人づくりをしてい

く必要がある」と申し上げていました。そして、今年はまさにそういう年になり

ました。国がＧＩＧＡスクール構想を推進している中で、本市においても、タブ

レット端末を１人１台整備済みであり、他の自治体においては、整備が完了し

ていない学校もありますが、来年度４月には、全国で整備が完了する予定であ

ります。 

また、小学校５、６年生においては、教科担任制が導入されることとなり、コ

ロナ禍という大変な状況のなかで、教育行政においても変化に踏み出していこ

うという大きなうねりが出てきたと感じています。 

本市においても、子ども達のためにやれることをやり、何より我々大人が知

らないことにも臆することなくチャレンジしていくことが必要かなと思ってい

ます。 

本日の会議においては、まず、ＩＣＴ教育が中心になるかと思いますが、「コ

ロナ禍における個別最適化を目指した教育について」、次に、大川市の特色ある

教育の実現に向け、「小中高大連携について～郷土愛の育成と担い手づくりの観

点から」の２点について協議を行ってまいります。 

委員の皆様には、活発で忌憚のないご意見を頂ければと思います。よろしく

お願いします。 

３．協議事項 （１）コロナ禍における個別最適化を目指した教育について 

市 長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず教育長より説明をお願いします。 

 

コロナ禍における個別最適化を目指した教育ということで説明をいたしま

す。まず、１月２６日に出された国の中央教育審議会答申の資料である「令和の

日本型学校教育」における学びのイメージについて説明いたします。 

令和の日本型学校教育の構築においては、すべての子ども達の可能性を引き

出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現がテーマとなっており、「個

別最適な学び」と「協働的な学び」という、相反するように見えるこの２つをど

のようにしてバランスよく行っていくかということが重要となってきます。 

次に「個別最適な学び」と「協働的な学び」の内容について説明をします。 

まず、個別最適な学びについては、「指導の個別化」と「学習の個別化」の２

つに分けられており、「指導の個別化」とは、支援が必要な子どもに、より重点

的な指導を行うなど、効果的な指導を実現することであり、特性や学習進度等

に応じ、指導方法や教材等の柔軟な提供を行うことで、指導の個別化を図ると

いうことであります。また、「学習の個別化」とは、子どもの興味関心に応じ、

１人１人に応じた学習活動や学習課題の提供を行うことであります。 
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市 長 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

一方で、協働的な学びとは、多様な他者との協働を通して学びを進めること

であり、その時に探求的な活動や体験的な活動が必要になってきます。集団の

なかで、個が埋没してしまうことがないように、１人１人の良い点や可能性を

生かすことで、異なる考え方が組み合わさり、より良い学びを生み出します。 

私は、個別最適化と同時に、協働的な学びのバランスが必要であると感じて

います。 

次に、本市での個別最適化に向けた取組としては、ＧＩＧＡスクール構想に

より、タブレット端末の１人１台の整備については完了しましたが、今後は、こ

ういった機器をどう活かして子どもたちの教育に結び付けていこうかという状

況ですので、そういった活用面を協議していく場として、大川市ＩＣＴ教育支

援プロジェクト会議を立ち上げ、各学校の先生に委員になっていただき、活用

の仕方を協議していただいています。 

実際にこの会議でどういったことを行っているかを、指導主事より説明をい

たします。 

 

大川市ＩＣＴ教育支援プロジェクト会議の概要についての説明いたします。 

まず、今までの学習では、対面授業と協働的な学習を並行して進めてきまし

た。個別最適化した学びを充実させるためには、ＩＣＴの活用が欠かせないと

考えています。そこで、対面指導とオンラインのどちらも活用したハイブリッ

ドな学びを図っていきたいと考えています。 

そして、１人１人の子どもたちが課題意識を持ち、自分で方法を選び、それぞ

れの課題を解決していくことを目指しています。 

ＩＣＴの活用で得られるメリットとしては、映像や動画、資料などを提供す

ることにより、学習意欲の向上が図られること。１人１人の考えが生かされる

こと。自分なりの解決方法で表現できること。さらに、１人１人に応じた問題の

提供が可能になることなどがあると考えています。 

このような個別化最適化された学びの実現を目的として大川市ＩＣＴ教育推

進プロジェクト会議を行っております。 

大川市ＩＣＴ教育推進プロジェクト会議は、各学校の教師が１名ずつ推進委

員になり、教科の指導に定評がある教師と機器の使用技能に優れた教師が、ど

のようにしてＩＣＴ教育を進めていくかを考えています。この会議の目標とし

ては、令和４年度には毎時間ＩＣＴ機器を活用した授業ができることを目指し

ています。 

 

説明ありがとうございました。後ほど、現場でのＩＣＴ機器の使い方などに

ついて、実際に披露いただこうと思います。それでは、説明の内容に対しての思

いやご意見などを委員の皆様からいただければと思います。まず谷川委員から

よろしくお願いします。 

 

コロナ禍における個別最適化した学びについてということでありますが、本

来であれば、数年後に各小中学校の子どもたちに１人１台ずつ端末ということ

で国は事業を進めていました。 

しかし、市長の挨拶にもあったように、新型コロナウイルス感染症の影響で、

昨年度末から臨時休校に入っていたということもあり、国の方が急遽予算化を
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したことで、本市でも各小中学校の子どもたち１人１台の端末が届いていると

いう状態です。３～４年で進める予定であったことが、１年間のうちに進んで

しまって、あっという間に流れが先に進んだなということを実感しています。 

ＩＣＴ活用については、私自身このような機械を使うことが苦手で、今から

使いこなすようになるには、かなり時間がかかると思いますが、子ども達はあ

っさりと身につけていき、子ども達の方が教師よりも先に身につけてしまうの

ではないかと思っています。 

こうした機器をうまく利用できれば、コロナ禍においても、オンライン授業

ができるようになり、授業の役に立つということは間違いないと思います。ま

た、個々に応じた学習が今以上に展開できるようになることも期待できます。 

しかし、一方で、使いこなせる子どもと苦手な子どもとで差が出てくる可能

性があり、習熟度別で学習ができることにより、今まで理解できてなかったと

ころが理解できるようになる子どもが多くなるとは思いますが、最終的には、

先生と子どもの信頼関係の構築が今以上に大事になってくると思っています。 

ＩＣＴ教育が推進されていくことと同時に、先生と子どもの人間関係をしっ

かり構築していくことで、子ども達に安心感などが生まれてくると思いますの

で、ＩＣＴ教育と同時に人間関係を大事にすることを忘れてはいけないなと思

っています。 

 

ご発言ありがとうございました。次に、一ノ瀬委員からご発言をお願いしま

す。 

 

ＩＣＴ機器を使いこなすというのは、やはり、年配の世代においては、難しい

ところがあると思います。子ども達の親年代は、使いこなし始めているかと思

いますが、それより上の祖父母年代になると、やはりＩＣＴ機器などに対して、

マイナスなイメージを強く持っているというところがあって、そういったもの

には、極力触れさせないようにということがずっと言われていました。なので、

まずは、親世代や祖父母世代のＩＣＴへの理解というものが必要になっていく

かと思います。これから先、ランドセルにタブレット端末などを入れて通学を

して、家でもそういった端末を使って勉強するようになるかと思いますが、そ

の時に、親や祖父母がＩＣＴなどに対しての理解がしっかり持っていないと、

ただ遊んでいるだけだと思われてしまうのではないかと思います。そういった

誤解がないように、各家庭での理解というものが必要になってくるのではない

かと思います。 

また、情報モラルの指導についてもとても大事であり、そういったことにつ

いても同時進行で教えていくべきであると考えます。 

次に、個別化というところでの提案ですが、飛び級制度を取り入れてはどう

でしょうか。外国における飛び級とは、その子の学年自体が上がることであり

ますが、教科だけの飛び級を取り入れてみてはどうかと思います。教科によっ

て個々の理解度の差が異なると思いますが、算数・数学などは子ども達の理解

度に差がかなりあると思うので、現状としても、算数・数学は学年内で習熟度別

にクラスを何個かに分けて授業しているとは思いますが、そのクラスのなかで

もかなり差があると思うので、もっと先に進みたい子は、上の学年に入って授

業を受けるというのはできないのかなと思います。学年を超えて行くことに問
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題があるということであれば、単元別で分けて授業をし、子どもは自分の勉強

したい単元の授業を受けるというのはどうでしょうか。毎時間というわけには

いかないので、１ヶ月に１回などでのスパンで全ての学年の授業を算数・数学

に揃えて、子どもは自分の希望でどの授業でも受けられるというようにすると、

得意分野を更に引き上げることや苦手分野の克服ができるのではないでしょう

か。また、英語も同様に、単元別などで特定の曜日に全ての学年の授業を英語に

してはどうでしょうか。本市の特色ある授業ということでやってみてはどうか

と思います。 

 

ご発言ありがとうございました。次に、蔵本委員の発言をお願いします。 

 

私は、効果的・効率的な学びのために、ＩＣＴを生かして欲しいと思っていま

す。そのためには、大人側の体制作りの努力が大切だと思っていて、まずは、

様々なことをオンラインでやってみることが大事ではないでしょうか。練習と

して、オンラインではなくてもできることを、あえてオンラインで行ってみる

場を作ってみる。そうすることで、失敗やうまくいかないことを経験してみる

ということが大事だと思います。例えば、今年は授業参観が、コロナ禍の影響で

中止になったということですが、オンラインで学校と家をつないで、親は家か

らでも授業参観に参加できるようにするなどの取組は、今でもできることだと

思うので、是非やってみてほしいと思います。 

また、保護者との面談も、仕事の都合などで学校には来ることはできないが、

１０～１５分程度であれば話せるという保護者もいると思うので、そういった

ことも積極的に取り入れてほしいと思います。 

また、ペーパーレスにも取り組んでほしい。学校で作成されている、がんばり

カードなどの配布物は、先生が集計・計算をして、パーセントで記載して、紙で

配布されているが、タブレット端末には、数値を入れれば、自動的に集計される

機能などもあるので、そういったものをどんどん活用してほしいと思います。

ほかにも、ＰＴＡのアンケートなど、使えるものはたくさんあるのではないか

と思うので、便利なものは是非使ってほしいと思います。 

また、そうやって作業が効率化したことにより得られた時間を、子どもとの

一対一の活動に使い、リアルな世界を充実させていくことが、１番大事なこと

ではないかと思います。 

やはり、個々を知るというところが教育にとってはとても大事なことなので、

子どもそのものを見るというのが教育のベースかと思っていています。 

この前たまたま「サティシュの学校」という映画を見たが、その中で、１人１

人を大切に、その人から生まれてくるものを大事にしようという話があり、と

ても感銘を受けました。人間は、そこにいること、それ自体が大事です。福岡県

でも鍛ほめメソッドというものがありますが、何かができたから褒めるという

ところがスタートではなく、まずはその存在自体が大事というところが重要で

はないかと思います。また、そういった考えが、ＳＤＧｓや、全体を見るという

ことに繋がってくるのではないかと思います。 

今、学力が低い子どもはいると思うが、学力が最重要なのではなく、その子が

その子らしく幸せな人生を送るというのが最終的な目標であって、そこを大事

にしてもらえるようなＩＣＴの活用になるといいなと思います。 
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また、日常的に活用することが、非常時や災害時にＩＣＴが活用できるとい

うことにも繋がってくると思います。 

そして、対話がとても大事だと思います。一対一の対話の中で、相手が話すこ

とをじっくり聞くこと、聞いている間は次に何を話そうということなどを考え

るのではなくて、相手と向き合い、話をしっかりと聞くという体験が大事だと

思います。そういうことにより身に付けた力がいろいろなことのベースになっ

ていくと思うので、ＩＣＴを活用することで、そういったことができる時間を

作り、ゆとりを持った教育ができるようになればといいなと思います。 

 

ご発言ありがとうございました。次に、今村委員発言をお願いします。 

 

まず、ＩＣＴ機器を利用する際に、アクセス権等については、制限などは設け

られるのか、また、それぞれの教材がどこまで作りこまれるのかといったこと

が気になっています。 

タブレット端末を家に持って帰れるようになれば、勉強の機会の平準化とい

う面ではとてもいいことであると思います。しかし、オンラインでは、様々な人

とコミュニケーションが取れるので、家で使う際には、制限はつけられるもの

なのか、もしくは、完全に解放されるのかというところに少し懸念を感じてい

ます。また、あわせて、モラルの教育ということにも取り組むべきであると考え

ます。 

次に、ソフト面においては、どこまで作りこまれるのでしょうか。今の教科書

と同程度の内容で作られるのか、もっと細かく、通常の教科書以上の内容で、側

面のストーリーなどもあわせて学べるような内容なのかという、作り込みの部

分がどの程度なのかで、使い勝手もかなりかなり変わってくるのではないかと

思います。 

 

ご発言ありがとうございました。ここで、ＩＣＴ教育推進プロジェクト会議

推進委員長、副委員長の方から、今の進捗状況や想いなどについてご発言をお

願いします。 

 

色々と参考になるご意見頂きましてありがとうございました。 

まず、我々がＩＣＴ教育を推進していく上で一番忘れてはいけないことは、 

ＩＣＴを活用することが目的ではないということです。我々教師がそのことを

しっかりと受け止めて、そのうえで、ＩＣＴを活用しながら、どのように子ども

を育てていくかということを考え、どういった場面でどのように使っていくか

が大事です。 

また、個別化ということがいわれているが、個別化が最優先されていくので

はなくて、まずは、自分で考え、意欲的に問題解決をしていくなかで、自分の考

え方を創り上げていき、その次に、みんなで協働して、それぞれどう考えている

のか、自分の考えはこれでいいのかなどをＩＣＴ機器を使って伝え合うことが

大事であると考えます。 

大川市ＩＣＴ教育支援プロジェクト会議のなかでは、そういった視点を持っ

たうえで、どういったソフトでどういったことができるのか、どのように活用

していくのかということを話し合いながら進めています。 
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具体的な活用について説明をします。 

学校におけるＩＣＴを活用した学習場面ということで、まず、動画の撮影な

どを通した学習を考えています。また、ソフト面では、授業支援アプリが入って

いるので、今までは発表者が模造紙やプリントなどを使って説明をしていまし

たが、タブレット端末から一斉に他の人のタブレットに送信をするということ

ができるようになりました。さらに、タブレット端末上の映像を電子黒板に拡

大して映すことも可能となりました。さらに、オンラインで全校集会を行うこ

とが可能になり、密にならないようにして行うことができるようになりました。

オンラインでの全校集会は、市内の学校ではすでに実施しているところもあり

ます。 

それでは、今から実際にタブレットを使用しながら説明を行っていきたいと

思います。 

 

― タブレット端末を使った実演 ― 

 

こういったように、学校現場では、先生が試行錯誤をしながらＩＣＴ教育の

推進を行っています。我々が想像していた、習熟度に応じて問題が出てくるな

どといったことだけではなくて、前転がなぜ自分がうまくできないのかという

ことを、動画を撮って自分で確認することや、上手な人との違いを実際に映像

で確認するという使い方もあり、本当に様々な使い方があると感じています。 

委員の皆様から、追加でご質問やご発言などはありますでしょうか。谷川委

員どうぞ。 

 

今、実際に自分で扱ってみて、難しいなと感じました。子どもはすぐに慣れて

いくかとは思いますが、やはり、こういった機器に頼りつつも、最後の最後では

人間関係の構築が大事であると思います。 

先ほどの推進委員長の発言にもあったかと思いますが、こういう便利な物を

使って、授業に対しての興味や関心が高まっていくという面もあると思います。

例えば、それぞれの教科で動画を使って資料を提示することにより、今以上に

学びを深めていくことが可能になります。また、学習状況に合わせて、より個別

化した学習も可能になってくるだろうと思います。 

一方で、私が気にかかっていることは、学校は塾ではないということです。学

校でこういった機器を使って学ぶということについて、塾との差別化をしっか

り考えておかないと、結果的に学力が上がったとしても、それは塾でもできま

す。学校で、子どもたちが先生から学んだり、子ども同士で遊んだり教え合った

り、先生とコミュニケーションを取ったりして、人間関係を構築していくとい

うことが大切ではないかと思います。学力の向上も大事ですが、柔軟性やしな

やかさを持った人間を育てることも学校が担っている役割ではないかと思いま

す。 

学校は、先生から子どもたちがいろんなことを学んで、最終的には世の中を

生き抜いていくための人間力をしっかりと養っていく場であるという考えを根

底に持ったうえで、こういう機器を使った個別最適化をした学びということを

考えていかないのではいけないのではないかと思います。 



 8 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

ＩＣＴ教育を推進することについて、様々なご心配もあると思いますし、今

は、全国で大人達が躓きながら取り組んでいる状況であると思います。しかし、

私は、結構楽観的に考えていて、便利なものがあれば使えばいいのではないか

と思います。昔は、プリント１枚作るにしても、先生方がものすごい労力を割い

て作られていました。その背中を見ることも１つの教育であったと思いますが、

一方で、その時間でやれたことは沢山あったのではないかと思います。先ほど

委員が言われたように、リアルな時間をより充実させるために、機械ができる

ことは機械にさせるということは、今に始まったことではなく、昔からそうや

って、その時代に合った機器を使ってきました。そして、そうしたことにより空

いた時間で、子どもたちの方に目を向けていただくことが大切ではないかと思

います。 

谷川委員のご指摘はまさにその通りで、学校は、塾ではないので、問題をたく

さん解けたりする子を育てるのが目的ではない。一ノ瀬委員のご提言とは少し

ずれるのかと思いますが、勉強ができる子とできない子、お金持ちの家の子や

そうではない子、走るのが速い子や遅い子など、様々な人間がいて、社会が成り

立っている、そういったことを初めて体感するのが学校であると思うので、習

熟度別で分けることも非常に大事で、飛び級というのも１つ面白いアイデアだ

とは思いますが、それぞれの学年で学んだことを使って、より深い問題を解く

ということは、かなり頭を使う。先に先にと進むのではなくて、その単元をより

深く考えるということもよいことではないでしょうか。ＩＣＴ機器は、子ども

にそういったことを与えてくれる、１つのきっかけになるのではないかと思い

ます。 

モラルの面については、制限をかけようと思えばかけられると思うので、我々

運用側でしっかりやっていくことであると思います。それよりも、我々自身が

情報リテラシーをきちんと持つが大事であると考えます。インターネットの世

界に入ってしまえば、子ども達はとても広い世界に入ることができる一方で、

フェイクニュースなどもたくさんある。そういった中で、どうやって確からし

い情報を取っていくのかということも教えていかなければいけない。 

また、先ほど蔵本委員が言われたように、面談については、半日休みを取って

行かなければいけなかったようなものが、３０分～１時間休みを取って、先生

と面談をできるというのは非常に良いことだと思うので、ＩＣＴ機器を人間同

士のコミュニケーションが深まるような使い方をすることはとても良い考えだ

と思います。 

こういったテクノロジーを排除して生きていくというのはできないので、テ

クノロジーを使って、より良い人間を作っていく、より良い人間関係を作って

いくということが重要であると思っています。今から始まることなので、学校

現場の意見や子ども達の反応などを見ながらしっかりとやっていきたいなと思

っています。 

 

飛び級については、同じ学年で授業をするというのは、大事なことだと思い

ます。そこをベースにして、週に１回や月に１回、学年を隔てずに授業を行うこ

とで、学ぶ楽しみや意欲を高める場所の提供や、苦手を克服する機会作りとい

うことを目的としてやってみてはどうかと思っています。 
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市 長 

 

 

確かに、部活動などは、上手な子が１年でもレギュラー取ったりするので、学

習においてもそういったことも良いのではないかと思います。 

３．協議事項 （２）学校校種間連携について 

～郷土愛の育成と担い手づくりの観点から～ 

市 長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

次に、学校校種間連携について～郷土愛の育成と担い手づくりの観点から～

を議題として協議をします。まず教育長より説明をお願いします。 

 

学校校種間連携については、今から立ち上げようという動きがある状況です

ので、委員の皆様からも、こういうことをやったほうがいいのではないかとい

う意見やアイデアをいただければと思います。大川市校種間連携教育協議会を

今年度中に立ち上げることを目指して動いていますが、この協議会は、本日オ

ブザーバーとして出席していただいている大川樟風高等学校の槻木校長先生か

ら発案していただき、私も賛同をして、一緒に進めようとしているところです。 

大川市内には、小学校・中学校・高校・大学があるので、別々に教育するので

はなく、連携すれば、多様な人と付き合う機会が増え、協働的な学びもできるで

あろうと考えます。そういった活動を通して、子どもたちが逞しく、しなやかに

育ち、大川を愛する地域の担い手になってもらいたいという思いがあり、この

協議会を立ち上げたいと考えております。 

また、本市は、過去何年間かけて保幼小中連携に力を入れてやってきたので、

その成果もあります。これから先、そういった成果を踏まえて、高校・大学と連

携をし、地域の担い手となる子どもたちを作っていきたいという願いがありま

す。また、地域づくりというところも含めて、地域のお祭りや伝統行事、ボラン

ティア活動などにも子ども達がどんどん出ていくことも目標としていきたいと

思っております。 

各委員の皆様方からもっとこういったことが出来そうだというご意見もいた

だけたらと思っています。 

 

教育長、説明ありがとうございました。それでは、今村委員からご発言をお願

いします。 

 

私は、木工まつりをもっと活用できないかと思います。大学のお祭りも一緒

の時期に行っているので、そういったことをうまく利用できないでしょうか。 

具体的には、ある学年を指定して、その学年の時に木工まつりに大きく携わ

るようにしてはどうかと思います。携わり方はいろいろあるかと思いますが、

よいやり方で上手く関わっていくようにできないかと思います。 

また、藩境祭りでは、大川小学校が出校日として全員参加をしているという

ことなので、木工まつりも出校日として全員参加というやり方も含めた形で検

討をしていければ良いのではないでしょうか。  

本市には、木工まつりに加えて、古賀政男記念祭などもあるので、そういった

時に、小・中学校の子どもが高校生や大学生と一緒にステージで歌や演奏など

披露するという形でイベントを行うことで、交流ができないかと思います。 

 

ご発言ありがとうございました。次に、蔵本委員発言をお願いします。 
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まず大川市校種間連携教育協議会に保幼も入れてみてはどうか思います。今

までは保幼も一緒に行ってきたので、その流れでやってみてはどうでしょうか。 

また、大川桐英中学校と大川小学校は同じ敷地内にあるので、交流しやすい

のではないかなと思います。去年、八女の義務教育学校に伺った時に、中学生が

小学生に算数を教えていて、身近なお兄さんやお姉さんに教えてもらうような

交流の場があったので、そういうこともできるのではないかと思います。 

また、現在、放課後算数教室が開催されていますが、丸付けをしてあげるくら

いのことであれば、タブレットで対応できることではないかと思うので、ただ

丸をつけるということなどを目的するにするのではなくて、交流をするのであ

れば、もっと違う交流の仕方もあるのかなと思います。 

また、校区民大会は、最近なかなか参加率が悪いということですが、防災を絡

めて行ってみてはどうでしょうか。地域の子どもからお年寄りまで幅広い年齢

が一緒になって、自分たちの身近で、役に立つということを目的として、校区民

大会を使ってみることによって、みんなが参加しやすい状況を作る。そういっ

たことを市を挙げてやっていくことで、大川市の災害への対策について、市民

が知る機会にもなるのではないかと思います。また、そのなかで、ＩＣＴ機器に

ついて情報提供したり、実際に使ってみたりして、地域力を上げる場にできな

いかなと思います。 

次に、若い人に残ってもらうためには、その世代が住みやすいと思う街にし

ていかないといけないのではないかと思います。現状として、市の施設には、Ｗ

ｉ－Ｆｉが整備されていない。公共的な場所で勉強するところがないので、Ｗ

ｉ－Ｆｉを繋げて勉強ができるような場所がもっと増えたらいいなと思いま

す。例えば、市役所などの広いロビーに、大川家具の座りやすい椅子と勉強しや

すい机を置いて、その場所を自由に使っていいスペースにしてみてはどうでし

ょうか。また、その場所をＹｏｕＴｕｂｅで配信したら、変なことにも使われな

い。その場所に行ったら勉強が出来る、その場所に行ったら遊べる、といった、

若い子たちが楽しみに思えるような環境を作ってもらえたらと思います。また、

今は関東などでテレワークしている人たちもたくさんいて、こっちに戻ってき

ても仕事ができるという人はたくさんいると思いますが、Ｗｉ－Ｆｉが繋がら

ないなどの理由で帰ってこないということもあると思うので、そういったイン

フラ整備を市長にお願いしたいと思います。 

 

ご発言ありがとうございました。次に、一ノ瀬委員ご発言お願いします。 

 

私も、保幼、それから、今度オープンする子育て総合支援施設もこの連携の中

に入れてはどうかと思います。命の教育といった場面では、赤ちゃんとのふれ

あいが効果を上げているということもあるので、保幼に加えて、支援施設も教

育施設の１つということで、連携してもらえたらと思います。本市では、支援施

設は市長部局であるこども未来課の所管でありますが、 他の自治体では、教育

委員会で所管しているところもあるので、支援センターも含めた連携をしてい

けないだろうかと思っています。とても幅が広くなるので、ぼやけてしまうか

もしれませんが、交流をするということ自体は可能ではないかと思います。 

赤ちゃんが月に１回中学校に訪問しているところに実際に見に行ってみて、
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赤ちゃん自身も中学生・先生・お母さん・支援者など色々な人と触れ合うこと

で、心が育まれていく様子が見えたので、こういった取組は大川市でも取り入

れられたらいいなと思います。 

次に、伝統行事やお祭りへの関わりという面では、昔は風浪宮のお祭りの日

は、学校が休みという時期もありました。休みにすると、参加しない子が出てく

ると思うので、そういった日は出校日にするなどして、芸能や音楽での参加が

できればと思います。 

また、大野島小学校の金融教育を見てみて、子どもたちが実際にお店を出し

てみるような関わり方での行事への参加はとても良いと感じました。全ての子

どもが一斉出店するにというのは、人数的に多すぎるかとも思うので、何日か

に分け、出店者側で参加する日、お客さん側で参加する日、という参加の仕方

にすると、お祭り自体にも賑わいが出てくるのではないかと思います。 

次に、ボランティア活動について、朝食を食べてこない子に地域の方々から

朝食の提供というのはできないかと考えています。そうしたことにより、地域

の方とのつながりも生まれてくるのではないでしょうか。  

 

ご発言ありがとうございました。次に、谷川委員ご発言をお願いします。 

 

まず、校種間連携の観点からということで、おおかわ寺子屋は、中学校の授業

終わりの時間に設定してあり、高校生や大学生が時間的に参加をしづらい状況

にあります。また、おおかわ寺子屋は、中学３年生を中心に受験対策という形で

実施をされているので、高校生が勉強を教えに行くとなると、学習内容が近す

ぎるので、高校生は尻込みをしてしまっているのではないかと思います。そう

いったことから、私は、小学校と高校の交流、中学校と大学の交流を積極的に行

ってみてはどうかと思っています。 

次に、郷土愛の育成と担い手作りの観点からというところですが、私も、地域

の行事や伝統行事というのをとても大事だと感じています。私は大川出身では

ないので、昔の大川をよく知らないですが、たまたま移ってきた地域が、伝統的

な建物がたくさんある場所でした。また、昔からあるお祭りが今も続いている

地域で、その中で色々な人との関わりを持たせていただいているので、市外か

らきた割には、地域に馴染んでいるかなと思います。 

私が住んでいる町内には、小さいが歴史がある八幡宮があります。そこでは、

毎年１０月１２日にお祭りが開催されていて、町内の小学生は、そのお祭りに

平日であっても、許可をいただき、学校を休んで参加をしています。また、お祭

り自体は午前中に行いますが、学校があっている時間は、子どもたちは家に帰

らせずに、八幡宮の境内や公民館でいろいろな体験をして過ごさせるようにし

ています。そういったことを始めた経緯としては、私の５、６歳上の町内の方

が、自分たちの小さい頃は、そういうお祭りに参加をして、親世代が子どもたち

をものすごく楽しませてくれていたので、そういった楽しかった体験を自分た

ちの子ども世代にも体験をして欲しいという想いがあり、活動するようになっ

たということでした。 

郷土愛の育成や担い手作りということを考えたときに、以前は大事にされて

いた伝統行事が、参加する人や運営する人が不足して、中止になっているとこ

ろも多くあるのではないかと思いますが、そういったことを復活させていって
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はどうかと思います。小学生・中学生には、そうした元々地域にあったことにつ

いての歴史を勉強してもらう。建物であったり、行事そのものであったり、そう

した行事のときに食べていた食べ物であったり、そういったものを勉強・研究

してもらって、それから、地域の方や大学生、高校生の力を借りて行事を実際に

行ってみるようにしていくというようなことも、とてもいい取組になるのでは

ないかと思いましたので、提案いたします。 

 

ご発言ありがとうございました。本日は、オブザーバーとして大川樟風高等

学校の槻木校長先生にもご出席いただいておりますので、槻木校長先生からも

ご発言をお願いします。  

 

委員の皆様からの貴重なご意見ありがとうございました。 

まず、大川市の人口は、これから先、どんどん減っていくという予測が出てい

ます。今、本市の総人口は３万３千人程ですが、５年後には、３万人を割り、更

に、２５年後には、２万人割るのではないかという予測で出ています。 

また、その中でも、０歳から１４歳は、２５年後には現在の約半数になると予

測されており、２０４５年には大川市の約半数が６５歳以上になるということ

も予測されています。 

そういった中で、私自身、大川市に若い人が来るような取組を何かできない

かと思い、大川市でどこにもない教育を行い、そういった面を内外に発信でき

たらよいのではないかと思い、この協議会の立ち上げに至りました。 

連携について、私は、一歩進んだやり方をしたいと思っていて、授業の中でも

連携をしたいと考えています。例えば、大川樟風高校の先生が市内の中学校に

勉強を教えに行くというようなことができないかと考えています。 

４．まとめ 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご発言ありがとうございました。 

まず、支援センター・保育園・幼稚園を連携の中に入れるべきだというご意見

については、その通りだと思います。一方で、この協議会に関しては、槻木校長

先生たちにより、現在立ち上げ途中という段階ですので、まずは、そちらの方で

立ち上げを行っていただき、大川市には、高校と大学があり、その二つがない自

治体もあるので、そこを中心にしていけたらと思います。また、行政側では、市

長部局にあるこども未来課と教育委員会が協力してやっていければと思いま

す。 

また、伝統行事についての話も出ていましたが、本当にその通りだと思いま

す。私が小さい時には行われていた伝統行事も、月日が経ち、なくなっているも

のも多いのではないかと思います。  

藩境祭りは、最近始まったものではありますが、毎年活気を持って取り組んで

いる姿を見ると、私自身とても楽しく思いますし、そういったことがエネルギ

ーになるのではないかと思います。 

校区民大会については、行政側から意見をするようなことはできないですが、

各校区で様々な年代の人が参加出来るように、幅広な運営の仕方を考えていけ

たらよいのではないかと思います。 

次に、木工まつりや金融教育の話が出ましたが、この前県外の大学に進学し
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教育長 

た大川市出身の子が私のところに来て、木工祭のときなどに、中学生と一緒に

何か企画をして、参加をするようなことをやりたいと言っていました。大人が

やるよりも大学生が一緒になって携わっていく方がいいのではないかという話

をしてくれて、とても嬉しく思いました。 

金融教育については、学校ではお金にまつわることについてはあまり伝えら

れていないと思いますが、実際にお金を稼ぐということは、とても大事なこと

ですので、それを体感するという意味でも、出店者側としてお祭りなどに参加

をしていくことや、金融教育はとても大事なのではないかと思います。税金や

金融、お金などについては教科書がほとんどない。そういったことに加えて、株

式の仕組みや利息などについても、小学生の頃から色々な人たちから教えてい

ければと思います。 

Ｗｉ－Ｆｉについては、単純に費用面の問題なので、少しずつでも整備をし

ていけたらと思います。 

コロナ禍という先の見えない時代のなかで生きていくために、必要な力を身

につけていくということが非常に大事になってくるのではないかと思います。 

ＩＣＴは、非常に便利で、これからの時代において、なくてはならないものだと

思いますが、一方で、美術や音楽といったアートの部分が、人間を作っていくと

思います。そういったことについて、小学校・中学校では、あまり学ぶ機会がな

いと思いますが、大学では、非常に面白い授業をされていると思いますので、大

学とも連携出来ると楽しいのではないかなと思います。 

我々自身も、環境が劇的に変わっているので、子どもたちに遅れないように

やっていかなければいけないなと思っております。 

 

ご意見ありがとうございました。私が今考えているのは、今年度から、教育振

興プログラムの実施期間でありますが、プログラムの目指す人間像がまさしく

「ふるさとを愛し、人との繋がりを大切にする、創造性豊かな人」ということで

す。 

ＩＣＴにしても、個別最適化にしても、郷土愛にしても、一番大切にしていか

なければいけないのは、人づくりです。そういった面について、委員の皆様から

も発言がありましたように、学校で学ぶことと、塾との差別化というところで、

学力だけではなく、世の中を生きていくための人間を作っていくというところ

や、伝統行事や祭りといった話の中でも、企画する力や実践する力といったと

ころにとても共感しました。 

また、ＡＩやＩＣＴに対応していくということと、それと並行して、リアルで

体験するということのバランスについても考えていかなくてはいけないと思っ

ているところです。 

教育の目的は、人格の完成であり、人としてどう生きていくのかということ

で、「人としての原点」を教育委員会では担っていると思っています。そういっ

た面においても、本日の会議は、とても有意義であったと感じます。委員の皆様

からのご意見を参考にして、魅力ある政策、魅力ある人づくりを行っていきた

いと思います。ありがとうございました。 

 

 


